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１　研究課題名 下肢変形性関節症患者の術前後における身体機能の変化
The perioperative course of physical function in leg osteoarthritis 
patients
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６　研究目的・意義 下肢変形性関節症患者の術前後において，効果的な理学療法を行うことが推奨
されているが，術前後における身体機能に関する知見は未だ十分ではない。中
でも，歩行機能はQOLと強く関連するため重要であるが，歩行機能にかかわる
機能障害は未だ十分な検討が成されていない。したがって本研究では，股・膝
関節の変形性関節症に対し人工関節置換術を施行された患者において，術前後
の歩行機能に関わる因子をカルテより後方視的に検討する。

７　研究方法 当院で2013年4月から2014年12月までに股・膝関節の変形性関節症に対し人工
関節置換術を施行され，理学療法へ紹介された患者100例を対象とし，カルテ
より後方視的に検討を行う。サンプルサイズは同様の先行研究（対象者数
100例~200例）を参考とした。データは，年齢，性別，身長，体重，BMI，合併
症，筋力，関節可動域，周径，歩行速度，抑うつと不安，痛みの強度と痛みへ
の反応，血液データを術前後において抽出する。さらに医学的情報として，手
術出血量，手術時間，在院日数を抽出する。

８　倫理的事項（個人情報保護
　　への配慮や利益相反）

得られたデータは連結不可能匿名化した上で，鶴舞キャンパス病棟2階リハビ
リテーション職員室PCにて，ロックをかけて厳重に保存する。また本研究には
利益相反はない。
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